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授業科目レベルでの
PDCAサイクル実施を通した
授業改善計画について

教育の質向上委員会
FD担当 井手悠一郎
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（R2文部科学省「教学マネジメント指針」）



授業科目レベルでのPDCA

漫然と毎年同じ内容の授業を行うの
ではなく、学生における授業目標
達成度に基づいた毎年の授業改善
活動が求められる
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授業改善活動のために

授業改善を行うためには、

① 授業目標の達成度合いが
どの程度であったか

② 学習目標達成のための方法
（授業構成）が適切であったか

を調べる必要がある
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授業科目レベルでのPDCA

授業目標・授業計画の設計

授業目標達成度の評価方法
（ルーブリック）の公開

到達のための方法（授業設計）が
適切であったかの調査を計画
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２つの評価 6

学修目標 到達のための方法 到達度評価

化学的思考 講義、実験
小レポート、
実験レポート

情報収集 レポート・発表資料作成
実験レポート、
発表資料

社会問題 発表資料作成
発表資料、
発表内容

協働 発表資料作成
グループワークの
相互評価

②学修目標に到達するための方法が適切であったか

①学修目標の
到達度を評価



２つの評価 7

（化学 小レポートより）

①学修目標の理解度を評価

②学修目標を達成するための
方法（講義）を評価



授業科目レベルでのPDCA

それぞれの評価を集計し、
次年度に向けた改善策を検討
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授業科目レベルでのPDCA

授業改善計画書の作成
（⇒教務課への提出？）

次年度シラバスへの反映
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参考の書式

今回紹介したやり方はあくまで参考

何より授業科目ごとに授業改善活動
（＝PDCAサイクル）を実施する
ことが重要
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後期に向けたFD活動として

全学的な授業科目レベルでのPDCA
実施を見据えて、今年度後期は
FD活動として試験的に科目ごとに
授業改善計画を作成

次年度からの本格的な導入に向けて、
まずは体験をしてみましょう！
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